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抄録 

対人関係に不安を持つ人の特徴として自尊心の低さが挙げられる．自尊心が低いことの原因とし

て，過去のネガティブ体験，すなわち「被拒絶体験」を持つことが推測される．本研究では臨床心

理学の事例論文33本を調べた．その結果，クライエントは「被拒絶体験」を直接語っていなかった．

しかし，彼らは対人場面において，他者に「見せている自分」，「見せていない自分」，「見られてい

ると感じる自分」を強く意識していた．この3つの自分の存在によって生じる苦悩が，対人関係へ

の不安に大きく関与することが推測された． 

 
1． 問題 

 一般的に，人は他者との関わりの中で生きてお

り，対人関係を持つことは生活する上で必要不可

欠なことである．しかし，近年対人関係に不安を

持つ人が増加する傾向にある．そのような人の特

徴としては自尊感情の低さが挙げられる（上地・

宮下，2009）．対人関係に不安を持つ人がこのよう

な特徴をもつ理由としては，彼らが過去に何かし

らのネガティブな体験をしており，それにより自

分に自信が持てなくなり他者と関わることへの自

信の持てなさにつながると考えられる．ネガティ

ブな体験とは，いじめや虐待をはじめとする被攻

撃体験や，被差別体験，理解を得られないといっ

た体験が挙げられるが，本研究では「自己が他者

から蔑ろにされ，大切に扱われていない感覚」と

定義される「被拒絶感」を感じる「被拒絶体験」

に焦点を当てる．近江ら（2004）によると，被拒

絶感を感じる体験には悪口，攻撃，差別，否定，

無理解，非注目，約束破り，連絡なしといったも

のが挙げられており，被拒絶体験は日常的な体験

から上記のいじめや虐待での体験も含む大変幅広

い概念であるといえる．被拒絶体験と対人関係へ

の不安に関する研究としては石橋ら（1999）のい

じめ被害経験のある大学生のいじめの後遺症を検

討したものがある．そこでは，いじめ被害経験を

もつ大学生の対人恐怖心性が高いことが示されて

いる．しかし，対人関係への不安を持つ人が被拒

絶体験をその原因として考えているのか，また被

拒絶体験をどのように捉えているかということに

ついて言及している研究は見られない．被拒絶体

験がどのようなものとして捉えられているかを検

討することは，対人関係に不安を持つ人の思考や

認識の特徴を見つけることに繋がり，心理治療場

面においてクライエントの被拒絶体験を探ること

の意味への理解にも繋がるだろう． 

 よって本研究では，対人関係に不安を持つこと

を主訴とするクライエントを扱った事例の文献研

究と，対人不安傾向の高い大学生への面接調査に

よって，対人関係に不安を持つ人が，その原因と

して被拒絶体験を考えているのか，またその被拒

絶体験をどのように捉えているのかということを

明らかにすることを目的とした． 
 

2． 方法 

2.1. 概念の整理 

 対人関係への不安は，「対人恐怖」や「対人不安」

と言った言葉で表される．どちらの概念を用いて

研究を進めるか検討するために，両概念の整理を
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行うこととした． 
まず，対人恐怖という用語は，森田（1932）の

論文の中で「みずから人前を気にすることをもっ

て恐怖するもので，羞恥恐怖と名づけたほうが適

切である．赤面を見られることを苦にするのはそ

の一種であって，人前で顔の形や態度をとり乱す

のを苦にするものや，人と対応するとき，脇の下

から汗が出て，言葉が吃ったりするのを恐れたり

するものがある」と述べられたのが初めである．

その後，1953 年の森田の論文中で「恥ずかしがる

ことをもって，自ら腑甲斐無いことと考え，恥ず

かしがらないようにと苦心する負け惜しみの意地

っ張り根性である．自ら人前で，恥ずかしがるこ

とを苦悩する病であって，いわば羞恥恐怖という

べきものである．すなわち周囲に対する対人関係

で種々の苦悩を起こすものが多いから，これを対

人恐怖と名付け，赤面恐怖は対人恐怖の一種であ

るというべきものである」と定義された．その後，

小川（1974）は対人恐怖について「極めて意識性

に富み，自己内省的で，対人場面における自己の

一挙手一投足を極端なまでに意識し，それにこだ

わり，そこから由来する不安について悩む」と述

べ，近年では鍋田（2009）が「他者に受け入れら

れ，他者に認められたいと強く思うがゆえに，か

えって他者から受け入れられない・評価を得られ

ないことを強く恐れ，その結果，他者との触れ合

いそのものを恐れる，という心性に由来する」と

述べている．これらの定義は対人場面での緊張，

対人交流への戸惑い，赤面恐怖，視線恐怖，醜貌

恐怖，自己臭恐怖など様々な症状を含む幅広い概

念となっており，笠原ら（1972）は対人恐怖を症

状ごとに①青年期において一時的にみられるもの，

②恐怖症段階でとどまるもの，③関係妄想性をは

じめから帯びているもの，④前統合失調症症状と

して，ないしは回復期における症状としてみられ

るものの 4 群に分類している．また，鍋田（1997）
は対人恐怖の病態を①思春期の一過性に見いださ

れるもの，②反応性のもの，③神経症のもの，④

重症対人恐怖症，⑤対人恐怖症状を伴いやすい他

の病態，の 5 段階に分類している． 

一方，対人不安は，一般的に対人場面で個人が

体験する不安感の総称と捉えられ（菅原，1992）， 
Shlenker&Leary（1982）によって「現実の，あるい

は想像上の対人場面において，他者からの評価に

直面したり，もしくはそれを予測したりすること

から生じる不安状態」と定義される．対人不安で

扱われる不安とは，あがり，困惑，シャイネスな

どの現象を指し，この傾向が重度になり生活に支

障をきたすようになると DSM-Ⅳの社会不安障害

と同様の病態になるとされる（Leary，1983 正和

秀敏監訳 1990）． 
以上のことから，対人不安は笠原ら（1972）の

分類の第 1 群・第 2 群や，鍋田（1997）の分類に

おける第 1 群から第 3 群に当てはまるといえる．

そのため，本研究では，Shlenker&Leary（1982）対

人不安が含まれる群を「対人不安」，笠原ら（1972）

の分類における第 3 群・第 4 群や，鍋田（1997）
の分類における第 4 群・第 5 群を「対人恐怖」と

みなすことにする．以上の分類についてまとめた

ものを図 1 に示す．  
また、対人恐怖と対人不安について，具体的な

相違点の検討を行ったところ，関係妄想の有無，

症状の状況的依存性，身体症状，自己洞察性の有

無，罪意識の有無などの点で異なることが明らか

になった。相違点については表 1 に示す． 

このように，対人恐怖と対人不安について概念

の整理を行ってきたが，本研究では人々が日常的

に抱える対人関係への不安を扱うことを考えてい

るため，「対人不安」に焦点を当て進めていくこと

とする．
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    対人不安         対人恐怖 
図1 対人恐怖と対人不安の症状による分類 

 

表1 対人恐怖と対人不安の相違点 

 

2.2. 文献研究 

対人不安の強い人たちが過去に被拒絶体験をし

ているかどうかを明らかにするために ，文献研究

として，『心理臨床学研究』『精神分析研究』に掲

載されている論文のうち，対人不安を主訴にカウ

ンセリングを受けてきたクライエントとの面接に

ついて書かれた事例論文 33 本について検討を行

った． 

それらの文献によると，被拒絶体験と思われる

記述がクライエントから語られている場面は少な

く，生育歴の中の一つの出来事としての記述が目

立ったため，文献研究から，被拒絶体験がクライ

エントにどう捉えられているかについて明らかに

することはできなかった． 

これらの文献において特に記述が多かったこと

として，対人不安の人は対人場面において，「虚栄

心が強く意地っ張りで，友達に自分の弱い部分を

見せたくない（細野，1983）」，「その場しのぎの嘘

でやっていた（豊田，2009）」，「強い自分を演じて

いる自分が本当の自分でないように思える（星野，

2008）」，「強く見せれば大丈夫（太田，1998）」と

いった，他者に見せていない自分から離れた自分

で対応している意識を持っているということで 

あった． 

 
 

3． 文献研究を経て 

これらの事例論文の記述から，対人不安の強い

人が対人場面において呈示する「見せている自分」

というのは，人とうまく付き合っている他者や偉

人の姿を借りたり，理想のモデルを作ってその通

りに振る舞おうとしたものであることが推測され

た．しかし，彼らが他者に「見せている自分」は

他者に「見せていない自分」と大きく異なるため，

無理をしている感覚を抱いたり，モデル通りに自

然に振舞うことが出来ていない感覚から他者に変

に思われてしまうかもしれない，他者に見せてい

ない自分が知られてしまうかもしれない「他者か

ら見られていると感じる自分」についての不安を

抱えていることも推測された． 
 

付記 
本研究は大妻女子大学人間生活文化研究所「大

学院生研究助成（B）」（DB2615）の助成を受けた

ものである． 
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Abstract 
One of the characteristics of people who suffer from anxiety over interpersonal relationships is that who 

have a low self-esteem. As its cause, past negative experiences, namely “rejected experiences” are presumed. 
I examined 33 case studies of clinical psychology. As the result, clients were not telling such experience 

directly. However, it was found, in interpersonal situations, they were strongly aware of “Oneself expressing”, 

“Oneself hiding from others” and “Oneself being seen from others”. The coexistence of these three “Oneself” 
generates dilemma which relates to the cause of interpersonal anxiety.  
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現在は「青年期の対人場面での自分についての苦悩―対人不安の程度による違いの検討―」というテー

マで研究を行っている.  


